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福島第一原子力発電所 1号機
オペフロ南東側他の調査結果について

東京電力ホールディングス株式会社
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１．調査目的

調査目的
＜ガレキ状況先行調査＞

・ガレキ撤去計画の策定に向け、崩落屋根下の状況を把握する必要があるが、北側は崩落屋根下とオペレー
ティングフロア間にポールカメラを挿入できるスペースがほとんどないため、状況が確認できていない

・崩落屋根下のガレキ状況調査のために準備した、調査手法･調査装置が適用できるか実機で確認する

・本試験結果に基づき、今後の崩落屋根下のガレキ調査計画を立案する
＜オペフロ南東部調査＞

・使用済燃料プール(SFP)養生方法を検討するため、これまで建屋東側からポールカメラを挿入し、天井ク
レーンや燃料交換機(FHM)の状況等を確認してきた。今回は前回調査（H27.7月～12月）で東面南側端部にも
ポールを挿入できる空間を確認したことから、建屋カバーの壁パネル解体前に当該部の調査を行う。

また、南西側は建屋カバーと既存原子炉建屋との間隙が狭く、ポールカメラ（長さ約6.5m/幅約1.5m）を
吊り下ろせない(図1参照)ことから、壁パネル取り外し後にオペフロ南西部調査（図２参照）を計画する。

図２ ポールカメラ調査範囲
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図１ 建屋カバーと既存原子炉建屋の間隙
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２．ガレキ状況先行調査結果

N

A

BC

機器ハッチ開口部

天井クレーン北側ガーダ(北面)

天井クレーン主フック

天井クレーン北側ガーダ(南面)ＦＨＭ

Ａ部 オペフロ南東上部ガレキ状況

Ｃ部 オペフロ南西下部ガレキ状況

Ｂ部 オペフロ南西上部ガレキ状況能動スコープカメラ

3/28～4/7にかけ、ガレキ状況先行調査を実施。
崩落屋根スラブの隙間に能動スコープを挿入し、南側のガレキ状況を確認した。(A~C部)
また、オペフロ北側の崩落スラブコンクリートをコア抜きし、能動スコープカメラを挿入し、今後の本格調
査への適用性を確認した。（D部）

コア抜き部

Ｄ部 オペフロ北側コア抜き状況 Ｄ部 オペフロ北側コア抜き部（内部）
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２．オペフロ南東部調査結果

4/26，4/27にかけ、SFP南側およびSFP南東側へポールカメラを挿入しガレキ状況調査を実施
何れの状況も、直ちにSFP並びにSFP冷却系統に影響を与える状況にはないことを確認

オペフロ平面図 SFP南東側調査箇所拡大図 カメラ挿入前状況 カメラ挿入時状況
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FHM北側面と同様に中央部に向かって変形を確認

③南東側スキマサージタンク

ブリッジとの結合部に開口を確認 SFPオーバーフロー水を確認

(右旋回)
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2015年度 2016年度
4月 5月 6月 7月

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
8月 10月2月 9月3月

散水設備設置

▼2/4~ 散水ノズルまでの配管設置等

▼4/6~ ノズルユニット（散水ノズル）設置

ガレキ状況の先行調査
▼3/28~4/7

小ガレキ吸引

壁パネル取り外し前の飛散防止剤散布

壁パネル取り外し

屋根パネル解体

飛散防止剤散布（定期散布）
▼-2/17▼-3/17 ▼-4/21

オペフロ南東部調査（南東側よりポールカメラ挿入）

▼-5/13

▼4/28 設置完了

▼4/26~4/27

オペフロ調査

4

＜参考＞ 至近の建屋カバー解体スケジュール

今後、壁パネル取外しの進捗にあわせて、オペフロ調査（「崩落屋根下のガレキ状況調
査」「オペフロ南西部調査」）を実施し、ガレキ撤去計画の策定を進めていく

今回の報告範囲


